








水稲の節水栽培における落水期間と収量および食味との関係

崔中秋 1)・赫兵 2)・楠谷彰人 3)

(1)天津市農業科学院水稲研究所，2)愛媛大学大学院連合農学研究科，3)天津農学院)

Yield and palatability of rice with different drainage length of water-saving culture

Zhongqiu CUI1), Bing HE2) and Akihito KUSUTANI3)

香川県における平年の降水量は 1082mm で全国平均の 7割にも満たず，また河川も少ないため古くか

ら農業用水の確保に苦労してきた．一方，県の年間水需要総量約 5億 3400万トンのうち 52.1％が水稲

の栽培用水で占められている．したがって，水稲の栽培用水を 1割でも節約できれば，県全体の水消費

量は大幅に削減され水資源の確保に大きく役立つはずである．しかし，これまで香川県では水稲の節水

栽培に関する研究は行われていない．そこで，今後の香川県における節水栽培に資する基礎的知見を得

るために，幼穂分化期前の落水処理による節水栽培が水稲の生育，収量，品質，食味に及ぼす影響を調

査した．

[材料と方法]：2012年から 2015 年までの 4年間，慣行の湛水栽培と節水栽培のヒノヒカリについて調

査を行った．4年間のうち，2年間は移植後 15日頃から幼穂分化期までの 30日間落水する長期処理，

別の 2年間は同 25日頃から 20日間落水する短期処理とした．他の栽培法は 4年間とも同じであった．

[結果と考察]

1．稲作期間中の節水率は長期落水処理が 25.9％，短期落水処理が 19.0％であった．

2．4 年間の平均値で比較すると，節水栽培は慣行栽培よりも収量は低かったが，外観品質が良く(整粒

歩合が高く,白未熟粒歩合が低い)，食味(理化学的食味特性と食味官能試験)も優れる傾向がみられた．

3．節水栽培では群落の中層部に葉群の主体があり，光が上層部で強く遮られることがなかった(第 1図)．

節水栽培での出液速度は，落水期間中は慣行栽培より低かったが，再潅水が始まると白くて太い新根が

多数発生し，慣行栽培と変わらないかやや高い程度にまで回復した(第 2図)．また，節水栽培の根は慣

行栽培よりも広くかつ深く分布していた(第 3図)．さらに，節水栽培の玄米は慣行栽培よりも粒厚の厚

い方に分布し(第 4図)，同じ粒厚での粒重が重いという傾向を示した．

4．節水栽培における短期処理と長期処理の収量の対慣行栽培比は，短期処理では 95であったが，長期

処理では 76 であり，処理区間には有意差がみられた(第 5 図)．収量構成要素では，両処理区とも慣行

栽培より穂数，1穂籾数，総籾数は少なく，登熟歩合と千粒重は大きかった(第 6図)．このうち，穂数

と総籾数の減少率は長期処理が短期処理よりも有意に高かった．したがって，短期処理での減収率は 5％

前後にとどまるが，長期処理では穂数の減少による籾数不足のために 20％以上も減収すると推測された．

5．官能試験では，短期処理の方が長期処理よりも外観，味，粘り，総合評価が優れ，軟らかいという

傾向がみられた(第 7図)．しかし，処理区間に有意差はなく，落水期間の長短は食味に強く影響しなか

った．

6．茎数は短期処理，長期処理とも慣行栽培より少なく推移したが，短期処理の落水開始期は有効分げ

つ決定期にほぼ相当したため，最終的な穂数が慣行栽培より大きく減少することがなかった(第 8 図)．

7．以上より，移植後 25日頃の有効分げつ決定期から幼穂分化期までの 3週間程度の落水が香川県にお

ける実用的な節水栽培の限界であると判断された．
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To analyze,assess and verify the protein value and taste appraisal value at the inspection of 
the exhibit rice in taste contest and rice quality contest.

Director Takakazu HIRATA
AIHO CORPORATION RICE RESEARCH INSTITUTE
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A new rice cultivar “GINSAN” with high yield can provide high quality and low cost Junmai-shu. 

Kazunao KATO ,Ikuko Kodama ,Shibata Satoru ,Sato Kensuke2 ,Takahashi Ryuichi , 

Kawamoto Tomohiko
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Development of Rice Varieties with Good Eating Quality in Jiangsu, China
Wang Cailin, Yadong Zhang, Zhen Zhu, Tao Chen, Qingyong Zhao, 

Lihui Zhou, Shu Yao, Ling Zhao and Chunfang Zhao
(Institute of Food Crops, Jiangsu Academy of Agricultural Sciences, Nanjing, China, 210014)
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Grain Quality and Physicochemical Properties of Milled Rice Sold in Shanghai, China 
Youji Nitta1), Toyoko Sato1,2)*, Fumitaka Shiotsu1) and Naomi Asagi1)

(1)The College of Agriculture, Ibaraki University, 
2)United Graduate School of Agricultural Science, Tokyo University of Agriculture and Technology) 
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日本とアメリカにおける水✄収量の算出方法の比較検ウ

ᯇỤຬḟ 1*・༡▼᫭᫂ 1・ᒣୗ୍ோ 2・ఀᮾṇ୍ 1
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Comparison between Japan and the United States in a calculation 
method of the paddy-rice yield 

Yuji Matsue*, Teruaki Nanseki1, Kazuhito Yamashita2 and Shoichi Ito1

(1Grad. Sch. Agr., Kyushu Univ., 2Canon Institute for Global Studies)
               

2016 3 FRC 2015

写真 1） 1.85mm 200g 5
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�1�収量算出における日本とアメリカとの㐪࠸

  日本とアメリカの収量算出の㐪ࢆ࠸図 1に♧ࠋࡓࡋアメリカは⢄ᙧែ࡛の水分 14％換算の精⢄

重࡛࠶るが，日本は⢒玄米୍ࢆᐃの粒ཌ௨ୖ（࡛ࡇࡇは 1��5��）࡛㑅ูࡓࡋ水分 15％換算の精玄

米重࡛の表♧࡛࠶る カリフォルニア州ࠋ FRC（Farmer’s Rice Cooperative）における収量，品質の

検査光景ࢆ写真 2，3に♧ࠋࡓࡋ

�2�アメリカ産米࡚࠸⏝ࢆの日本方ᘧによる収量算出

日本とアメリカ産米の精玄米重歩合ࢆ表 1 に♧ࠋࡓࡋアメリカ産の短粒種࡛࠶るコシヒカリの

精玄米重歩合は日本産に比࡚࡭పࡶࡓࡗ࠿のの，中粒種に比࡚࡭㧗ࠋࡓࡗ࠿

アメリカ産米࡚࠸⏝ࢆの日本方ᘧによる収量算出ࢆヨࡳると，⪺ྲྀࡾㄪ査よる 1�� ᙜࡾࡓ⢄収

量は，コシヒカリ 5�1��，中粒種 1��1��� ࢆ歩合ࡾ⢄ᦾ，࡛ࡇࡑࠋࡓࡗ࠶࡛ ��％と๓ᥦとࡓࡋ⢒

玄米重に，表 1の精玄米重歩合ࢆ஌ࡌると，コシヒカリ࡛ 42
��，中粒種࡛ 
�3��と࡞るࠋ中粒種

の収量ࣞ࣋ルは日本のᖹ成 2
 ᖺ産水✄の 1�� ᙜࡾࡓᖹᖺ収量 51
�� に比14，࡚࡭�％とⴭࡋくඃ

コシヒカリはコシヒカリ඲国ᖹᆒ収量ࣞ࣋ル，ࡽが࡞ࡋ࠿ࡋࠋる࠸࡚ࢀ 4�2�� に比࡚࡭ ��％とຎ

♧とがࡇ࠸短粒種コシヒカリに㝈ᐃすると，収量ࣞ࣋ルは日本の方が㧗，࡚ࡗがࡓࡋࠋる࠸࡚ࡗ

၀ࠋࡓࢀࡉ

௒ᚋはࡽࡉにアメリカ࡛の品種ᩘࡸㄪ査ࢧンプルᩘࢆቑ࡚ࡋࡸ，日本とアメリカ間における短

粒種，中粒種の収量比較のゎᯒࢆ実施するணᐃ࡛࠶るࠋ

�3�アメリカにおける収量と品質表♧

(Rough rice yield) Milled rice yield (MRY)
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Head rice yield (HRY) Milling yield

MRY=Milled rice mass/Rough rice mass×100

HRY=Head rice* mass/Rough rice mass×100 * 3/4    

      

Milling yield = HRY/MRY Milling yield 55/70 HRY 55 MRY

70 15

本研究は，生研支援センターが実施する「革新的技術開発・緊急展開事業（うち地域戦略プロ

ジェクト）」による研究成果に基づく．

                

写真1．縦目振盪機．

アメリカ 日 本

精籾重収 量
精籾重

粗玄米重

籾摺

粒厚選別

(ex. 1.85mm）

精玄米重
収 量

図１ 日米間における収量の算出方法

水分14％換算

水分15％換算

生産国 品　種
精玄米重歩合
　　　（％）

コシヒカリ
(短粒種)

95.1

中粒種 94.4
中粒種１ 92.0
中粒種２ 90.6

日　本 九州大学 コシヒカリ 98.8

アメリカ

表１　日本とアメリカ産米における精玄米重歩合の比較．

カリフォルニア

産　地

FRC

篤農家

写真2． 収量の検査光景（FRC）．
写真3． 精米の品質検査光景（FRC）．
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Prediction of protein contents in brown rice using AgriExpert (Jinchuan No.1)

Keisuke Orihashi Motonobu Kawano Cui Jing Xin Zhang Akihito Kusutani

! = !" + !
! !

! = 1.62! + 5.28

－ 48－



! !

! !

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0

(%
)

(%)

y"="1.62x"+"5.28
R"="0.815

6.0

6.5

7.0

7.5

8.0

8.5

9.0

9.5

10.0

10.5

11.0

1.0 1.5 2.0 2.5 3.0

d.
b.

d.b.

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

11.0

6.0 7.0 8.0 9.0 10.0 11.0

d.
b.
%

d.b.%

SATAKE AGRIEXPERTSATAKE AGRIEXPERT

－ 48－ － 49－



 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

3  



                                                   

               

0% 50% 100%

䛚䛔䛧䛥䛻㈉⊩䛩䜛๭ྜ

－ 52－



( )

mgw kgw

( )

( )
＜＜測定動作概略図＞＞

－ 52－ － 53－



                                                      

（ᡃが♫のᐉఏ）

              ᡃが♫のお米の品質・食味◊✲࡬の取り⤌ࡳ

              Ώᶫ ၨ介・内⏣ ࿴ஓ

（ᰴ式఍♫サタࢣ ᢏ⾡本㒊 㑅別・計測グループ）

【めにࡌࡣ】

ᙜ♫ࡣ 18
6 ᖺ（᫂἞ 2
 ᖺ）、日本で᭱ึの動ຊ精米機メーカーとして๰業、 以᮶ 1 ୡ⣖以ୖ

にわたり、◊✲開発を重ࡡ、ୡ⏺トップの食品加工機⥲ྜメー カーのᆅ఩を☜❧しました。

米の分㔝でࡣ精米機器を中ᚰに、ᕝୖࡣ✀⢄の温るれ作も米ⱆ⬇ࡣୗᕝ、りまጞに備設ẘᾘ‮

キッࢳン用精米機࣐ࠕジック࣑ルࠖや、ᰤ㣴成分ࠕ��B�ࠖを㇏ᐩに含ࣕࢠࠕࡴバライス 、ࠖᡭ軽で

⨾味しいパックࡈ㣤ࠕᴦメࠖࢩまで、お米に関わる〇品をᖜᗈࡃ開発しております。

⤒Ⴀの基本ᛮ᝿ࡣサタࢣ精⚄にあり、その᰿ᖿࠕࡣ୙可能ࡣない ㅬ⹫であるࠖࠕࠖ ேࡃ気のつࠕ

になるࠖの 3 Ⅼで、๰業以᮶⥅ᢎされております。ࡇのᛮ᝿のもとに、඲ての஦業分㔝でᇵࡗて

きたサタࢣ独自の⭾኱なࣀウࣁウをάかし、精米・〇⢊機器分㔝ࡣもとより食品・⎔ቃ機器・⏘

業機Ეといࡗた新つ分㔝でも、画期ⓗな新〇品をḟࠎと発表しております。⌧ᅾࡇれらの商品ࡣ

140カᅜ以ୖでά㌍しております。௒後ともே㢮の 3኱穀物であるࠕ米、㯏、と࠺もࡇࢁしࠖを㏻

してࠕ食ࠖでୡ⏺に㈉⊩できる఍♫を┠ᣦします。

また、♫ဨᩍ育ࡣもࢇࢁࡕ、ᆅඖやᗈᓥ኱学࡬の後᥼、ⱥᅜ኱学࡬の穀物◊✲ᡤ設Ⴀなど、 ♫

఍のேᮦᩍ育にも強い関ᚰをᣢࡕ、ᑗ᮶のサタࢣや日本、ୡ⏺をᢸ࠺ⱝ⪅の育成にもຊをධれて

おります。

【計測機器ラインアップ】
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【商品紹介 ：アグリエキスパート CCN6001】

◆多機能でポータブルな葉身窒素測定器

葉身を傷つけない非破壊測定。

外気温や日照条件に左右されない簡単測定。

短時間、スピーディ測定。

作業性のよい軽量コンパクト設計（約 280g）。

◆測定原理

植物の生体情報を取得できる可視から近赤外の 4波長を葉身

に照射し、透過光の強さ（吸光度）から葉身に含まれる窒素

含有量を測定します。

◆稲の葉身窒素測定

穂肥時期（生育診断）、登熟期（タンパク仕分け）の葉身窒素量を測定。

◆施肥設計

穂肥時期の葉身窒素量により高品質米作りのための施肥量をアドバイス。

◆独自検量線の作成

吸光度と葉身窒素の化学分析値から、お客様独自の検量線を作成可能。

※稲以外にもお茶、芝草、樹木など実績あり。

◆収穫前の玄米タンパク（食味）予測

収穫約 2週間前の登熟期に葉身を測定し、収穫後の米のタンパク量を予測可能。

※収穫前の葉身窒素と収穫米のタンパク量（食味）の関係式を作成し搭載する必要があります。

【商品紹介 ：新穀粒判別器(開発中)】

                ◆高性能

                  表面・裏面・側面を捉えるセンサを備え 3 方向から画像を

撮像。専用新設計のカメラでより高精度に米を撮像。

                ◆軽量・コンパクト

                  本体重量約 2.3kg、B5サイズと同等の面積に設置可能。   

◆安定した原料の搬送

                搬送円盤をカット加工し、原料の安定搬送と測定時間の

短縮を可能にした。

◆１台で完結

内蔵基準板による自動校正機能を装備。小型プリンタを内蔵している為、

測定結果をその場でプリントアウト可能。簡単に分解・清掃できるイージーメンテナンス機構。

【おわりに】

紹介しました弊社の穀物検査機器は、農産物という生きた対象を測定し、客観的な測定データを提示

することができます。検査機器の活用により、測定者が従来よりも判断が容易な環境を提供することが可能

となります。㈱サタケは、農産物検査装置や加工機械など、要求される品質の農産物を、要求された数量

だけ、効率的に作り出すための手段や製品を開発・販売していく所存です。
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日本水稲品質・食味研究会ଇ（Ҋ）

ୈ̍৚ 本会は，日本水稲品質・食味研究会 	+BQBOFTF 4PDJFUZ GPS 3JDF 2VBMJUZ BOE 
1BMBUBCJMJUZ
 +4321 
とশする．

ୈ 2 ৚ 本会は水稲の品質・食味にؔするֶज़のൃలおよび࣮用ٕज़のৼڵをਤると
．に，ಉֶの࢜の਌ກをް͘する͜とを໨తとするڞ

ୈ 3 ৚ 本会の会員は，本会の໨తおよび事ۀ಺༰にࢍಉし，ॴ定のखଓ͖を行った
個人会員，ஂମ会員およびࢍॿ会員とする．

ୈ 4 ৚ 本会の事務局をࣜג会ࣾڞ立にお͘．

ୈ 5 ৚ 本会はୈ 2 ৚の໨తをୡ੒するたΊ，つ͗の事ۀを行う．
   1．研究ൃද会，ߨԋ会なͲの開࠵
   2．会ใのൃ行
   3．研究およびௐࠪの࣮ࢪ
       4．そのଞ，͜の会の໨తをୡ੒するたΊにඞ要な事ۀ

ୈ � ৚ 本会にೖ会しようとする者は，氏名，ॴଐ，࿈བྷઌ，そのଞのඞ要事߲を໌
記したจॻに会අをఴ͑て本会にਃしࠐΉものとする．また，本会をୀ会し
ようとする場合は，その旨をจॻで本会に࿈བྷしなければならない．

ୈ � ৚ 本会に，つ͗の໾員をお͘．会長̍名，෭会長̎名，ධٞ員数名とし，事務
局長̍名，会޿，ܭใはධٞ員から選ग़する．

ୈ � ৚ 会長は，そのଞの໾員とٞڠしながら会務を౷ׅし，本会を୅දする．෭会
長は会長を補ࠤし，会長に事ނあると͖΍長ظに౉りෆࡏとなる場合に，そ
の୅理を務Ίる．ධٞҕ員は，ॏ要な会務を৹ٞし，ࣥ行する．

ୈ � ৚  会長は個人会員の投票により，個人会員の中から選ग़する．選ग़ํ๏のৄࡉ
はผに，͜れを定Ίる．෭会長，ධٞ員および事務局長は，個人会員の中か
ら会長がҕ৤する．

ୈ 10 ৚  ໾員の任ظは，ҕ৤日ʙ̏年とする．

ෟଇ
1 本会の会ଇは，ઃ立の日 200� 年 11 月 13 日からࢪ行する．

2 本会の໾員は，࣍のとおりとする．
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会  長 দߐ༐࣍（۝भେֶେֶӃ೶ֶ研究Ӄ・ಛ任ڭत）
෭ 会 長 େ௶研Ұ（৽ׁༀՊେֶԠ用ੜ໋Պֶ෦・ڭत）

୮໺  ٱ（஍ํಠ立行੓๏人 ๺ւಓ立૯合研究ߏػ・研究෦長）
ධٞҕ員 ೇ୩জ人（߳ݩ઒େֶ೶ֶ෦・ڭत）
  ૿ଜҖ޺（ژ౎෎立େֶେֶӃੜ໋ڥ؀Պֶ研究Պ・ڭत）

（研究ॴۀ૯合ηϯλʔ೶ۀ೶ݝҵ৓）ੜلᖒؠ
খྛຑࢠ（෱Ҫݝ೶ݧࢼۀ場）
ඌܗ෢จ（෱Ԭݝ೶ྛۀ૯合ݧࢼ場・اը෦長）
ཛྷढ़੒（஍ํಠ立行੓๏人ेޒ ๺ւಓ立૯合研究ߏػ）

事務局長 ཛྷढ़੒（ಉ上）ेޒ
会ܭ୲当 খྛຑࢠ（ಉ上）
ใ୲当޿ ੜ（ಉ上）لᖒؠ

3 本会の事務をॲ理するたΊɺ事務局をࣜג会ࣾڞ立（౦ژ౎中ԝ۠৽઒ 2�22�4 ৽
．立Ϗϧ̎'）にઃஔする．事務局員の任໔は会長が行うڞ

4  本会のઃ立当ॳの໾員の任ظは，͜ の会のઃ立の日から 201̏年 3 月 31 日までと
する．なおɺ૯会により任ظはվਖ਼で͖る．

5 本会のઃ立当ॳの事ܭۀըおよびऩࢧ༧ࢉは，ઃ立૯会の定Ίると͜Ζによる．

� 本会のઃ立当ॳの年会අは，࣍に͛ܝるֹとする．
   年会අ  個人会අ     ̏，̌̌̌ԁ
        ஂମ会員   ̍̌，̌̌̌ԁ
ॿ会員ࢍ         Ұ̌̎ޱ，̌̌̌ԁ

                                                                      以上
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II．日本水稲品質・食味研究会会長選挙要領
（2015 年 11 月 14 日公布）

1．選挙は事務局長が管理する．
2．有権者は個人会員である会員とする．
3．会長選挙について

事務局長は会員の立候補または推薦を受け付け，候補者の氏名，経歴，選挙公約等
を会員に公示しなければならない．
事務局長は有権者に選挙投票用紙を送付し，投票されたものを開票して 1 名を選ぶ．
候補者が 1 名の場合は信任の可否を投票する．過半数の信任が得られなかった場合
は，その旨を会員に公示し，有権者は会員中より 1 名を選び投票する．
候補者がない場合はその旨を会員に公示し，有権者は会員中より 1 名を選び投票す
る．投票はいずれも無記名とする．

4．開票は前会長立会の下，事務局長において行う．
5．当選者の決定
（1）会 長
最多得票者．ただし最多得票者 2 名以上の場合はその中の最年長者とする．
信任投票では有効投票数の過半数を得た候補者．
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